







































































































































































































































































































































































































































60 年代 70 年代までは地域の青年団活動や婦人会活動がさかんだった。こ
第 3 章　男女共同参画時代の課題解決型学習
 57
ういう団体が社会教育の受け皿として活躍していた。だから知識教養型の学
習であっても効果があった。ネットワークがしっかりしていたからである。
しかし、いまは団体を受け皿にするような社会教育は成り立ちにくくなって
いる。個人のニーズに合致し、それとともに個人と個人を結びつけ、ネット
ワークの形成につなげる学習プログラムが求められている。
地域の社会教育施設は、子育て中の母親たちが、子育てや人生の次のス
テップについて学ぶのに最適の場所だと思うし、地域のＮＰＯ活動が生まれ
るのにふさわしい場所だと思う。子育てが一段落したら何かしたいとか、高
齢者福祉の活動をおこしたいとか、定年後は市民活動をしたいとか、そんな
思いの人がたくさんいる。そういう人たちに必要なのは、起業や地域活動や
就業につながる学びであって、たんに知識教養を高める学びではない。とこ
ろがそういうニーズを、社会教育は十分に開拓しきれなかった。その結果、
起業やＮＰＯ活動について実践的な関心を持つ人は社会教育施設で有用な知
識情報を得ようとは考えないという状況になっている。
これまで社会教育は知識教養を高めるタイプの学びに力を入れてきた。
各種講座のメニューをながめると、つくづくそう感じる。もちろん知識教養
を高める学びも必要である。しかしもうひとつ、実践的な能力をつける課題
達成型の学びも必要である。いまの社会教育はそのタイプの学びが弱いので
ある。課題解決のための能力を身につける。すなわちエンパワーメントであ
る。エンパワーメントの支援と呼ぶにふさわしい学習プログラムにどういう
ことが重要なのか、そのことに関する研究と経験の蓄積が切実に求められて
いる。
 （ひろおか・もりほ　中央大学教授）
